
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

博多警察署協議会 

 

開催年月日時 
 令和８年９月１８日（金）午後３時３０分 から 

 令和８年９月１８日（金）午後５時４５分 まで 

 

  

 
開 催 場 所         福岡自動車運転免許試験場４階 ふっけいコアセンター 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下９名 

 

  

  

 

警 察 署        
署長、交通管理官、交通第一課長、総務第二課長、

事務局 

 

  

  

  

 
議 事 概 要          

 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【署長挨拶（要旨）】 

○ 本日はお忙しい中、委員の皆様にはお集まりいただき感謝申し上げる。 

○ 今年は、平成１８年に発生した「海の中道大橋飲酒運転事故」から２０年が経

過しているが、未だ撲滅に至っていないこと、また、現在県警察では、交通死亡

事故発生の高止まりを受けて、「ストップ！交通死亡事故ゼロ作戦」を実施中で

あり、飲酒運転撲滅と交通死亡事故防止の機運をこれまで以上に高めるため、

今回は福岡自動車運転免許試験場で開催させていただくことになった。 

○ 委員の皆様には、「ふっけいコアセンター」に設置されている交通安全教育機

材の体験や、飲酒運転通報の訓練を通じて機運を高めていただくとともに、様々

なご質問やご意見を頂戴したいと思っているのでよろしくお願いする。 

【会長挨拶（要旨）】 

○ 本日は大変お忙しい中、博多警察署協議会にご参集いただき感謝申し上げる。 

○ 委員の皆様には、様々な体験や訓練を通じて、学んでいただきたいと考えて

いるので、積極的に取り組んでいただくようお願いする。 

【体験】 

 交通安全教育機材の体験 

【訓練】 

 飲酒運転通報の訓練 

【質疑応答（要旨）】 

 ○ 委員から「外国人による犯罪が増えているが、被害に遭わないための対策、

注意事項について」の質疑があった。署長から「県内では、コロナ禍を過ぎて

刑法犯認知件数が増加傾向にあり、外国人犯罪も令和４年から右肩上がりで増

加している。罪種は自転車盗や万引き、出入国管理及び難民認定法違反が多く、

中には特殊詐欺に加担している者もいる。外国人犯罪の有無に関わらず、被害

に遭わないための防犯対策は同じであり、例えば、自転車盗であれば二重ロッ

クの徹底等の対策が大事である。」旨回答した。 

 ○ 委員から「外国人の多くが自転車で横並び運転をしており、危険に感じてい
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る。警察の広報啓発活動について」の質疑があった。交通管理官から「当署で

は日本語学校や企業に対する交通安全教育をはじめ、自転車の安全利用キャン

ペーンに外国人を招致するなどの広報啓発を継続的に取り組んでいる。」旨回

答した。 

さらに、委員から「青切符制度の導入に伴う、自転車が当事者となる事故発生

件数の変化、違反件数や違反種別の状況、自転車運転手のモラルの変化につい

て」の質疑があった。交通管理官から「当署管内における自転車が関連する事故

の発生件数は、青切符制度が導入された本年４月から８月末までの５か月間と

昨年の同期間を比較した結果、約３割減少していた。これは、青切符制度の導入

を契機に、ルールを学ぶ人が増加するなど、安全意識の向上が一因であると考

えている。取締り件数は、４月から８月末までの５か月間で８１件を青切符で

検挙した。違反の内訳は、一方通行の逆走が最も多く、一時不停止や携帯電話の

使用、赤信号無視等でも検挙している。」旨回答した。 

  

○ 委員から「ニセ電話詐欺の発生件数と手口について」質疑があった。署長が

「今年７月末時点で、県内で発生した件数は１，０６１件、被害額は約６７億

円であるが、昨年同時期よりも減少している。一方、当署管内は、今年７月末

時点で、発生件数が１２７件、被害額が約５億４，０００万円といずれも昨年

同時期よりも増加している。手口は、ＳＮＳ型投資詐欺や架空料金請求詐欺が

多く、最近は、ニセの社長を騙った詐欺も発生している。面識のない人からお

金の話が出たら詐欺を疑って欲しい。」旨回答した。 

  

○ 委員から「博多署管内のお盆期間中における空き巣等の窃盗事件の発生状況

について」質疑があり、署長が「お盆期間中は空き巣等の侵入窃盗は発生して

おらず、大半が自転車盗と万引きであった。しかし、同様の大型連休となる昨

年末から今年の年始にかけての年末年始では、空き巣事件が複数件発生してい

るため、鍵の施錠の習慣化をはじめ、不在が周囲に分からないように室内の電

気を点灯する、地域同士の挨拶やコミュニケーションを大切にした地域の目に

よる防犯等を心掛けて欲しい。」旨回答した。 

    

○ 委員から「博多駅前警部交番における来訪者の問合せ内容について」質疑が

あり、署長が「地理教示や落とし物の確認等に関する問合せを多く受けている。

交番勤務員からは、博多駅周辺に多言語で記載されたホテルや観光地の案内図

があれば案内が容易になるといった声が上がっている。当署としては、業務を

円滑に進めていくためにも、今後も直近に所在するＪＲ博多シティ等と連携で

きる業務があれば連携していきたい。」旨回答した。 

  

【閉会】 

 以上で令和８年度第２回博多警察署協議会を閉会する。 

 

 


